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研 修 報 告 督

令和 6 年 2 月 5 日

長浜市議会議長 中川勇  様

長浜市議会議員 竹本直V堡
■

私が出席した次の研修の結果について報告しま現

1.研修名  会派新しい風行政視察研修
2.研修日時 令和 6年  1月  30日 (水)～  2月  2日 (金)!
3.研修ナ易所  雲仙市。長障市 a長崎みなとメデカルセンター・諫早市
4.研修テーマ「定住促進対策事業」「病院再編について」「地域医療と入

退院支援連携について」

5,講師 各市の行政所管恥碗員
6.調査内容感想等

,研修の目的

①雲仙市定住促進対策事業については急激な人口減少に対して流失から定住

倅 准 に力 ″入ねフてオ 先洗 る需I店の活 用 ネR審⌒

成果 につヤ:ゝ て

@と言東早市の入退院支援連絡について介謹現場と医療現場の密接な連携の取り

紹 み に つ ヤゝ て

・研修の内容

① 定住促進症例補助金制度を設けて一定の周知ならびに制度の活用はなさ

(新築580件、中古住宅65件)根本的な定

記

れているが

長 浜 市 議 会

住要因とする産業が乏 し
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く、長崎市や熊本県への流失が止まら い状況であるハ

の たゼ岳騰み 》ズギイカ メレセ ン ター l丈抽 ★撫 ヤ行 政 入告‖Fy券 寺巽損 iフ 井

かについて、長浜市でもこの制度の導入への議論の正当性と整合できるか検証

1ッてみたかったハ

⑥  爾′守 り支援、入浪院す樗の音め孫mやか狩絹織、告1産が布宰 i夕ていて、恵

齢者の医療・介護地域包括ケアが推進されているが、情報提供などの連携に不

備 んゞ走己きてぃ る^

。研修の結果を本市にどのように反映させるか

に ヤゝ

な く、他 県、他市への流失が、西著で、 日つ少子高穂可
瓜
化 は長 市 とkく 似てい る

ものの、企業立地においては長浜市の方が恵まれており、企業誘致政策は人口

流失のみな らミ ロチ曽★ に ふ たが るЮ亥、糟続的′だ 券維准 すべ 斉つ

と確信 した。

長肺みなとメデイカ ルセ ンターの地方独立行政法人は 驀が 卜がらマ成

給料削減も検討されるなど、現実には10年間の職 員給料の昇給は据え置カゝれ 、

職員が退職 していく事例が後を立たたない状況で丸 市からの繰 り出し金も

毎年、恵箱 に′Fり 、丁耳芹終戸 めで 斉た 支ゝ す ^ 日太 の 勿ヤ 】ゝ★ツ兄に主自い 入ヽ主 セ

くの地方独立行政法人での公立病院経営は赤字運営です。長浜市においては指

定管理者制度を公表していますが、日赤、市の二本立てでの病院経営が望k上

いと確信 ました ^

諫早市の入退院支援連携について介護現場と医療現場の密接な連携の取り組

みについては長浜 とは大≒ はあ りませ んが、認知席 の り絹 み には、 宥幸ウを

る 。支えるための工夫や様々 グッズなどが充実していますぉ

例・見守リペンダン卜・ アイロンプ リン トラベル・ 粘着 ベル、反射ステ ッ

コ コ セ コ ム ・ マモル

識でサポー トする専門相談・サポーター養成講座・見守 り訪間など、当市 と長

、参考、遵入されてい′Fい事柄は取り浜市の違いを′i梵部 し

長 浜 市 議 会

み 力図 られたい ^


